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新年あけましておめでとうございます。
平成20年という新たな年を迎え、「会館」のこれまでの歩みに、さらなる一歩を踏み出すべく
気持ちを新たにしております。
昨年は「会館」にとって大きな節目になった年でした。開館30周年にあたり記念式典、祝賀
会、国際シンポジウム、記念誌の作成、記念切手の発行、「会館」の4つの機能を表した4色のボ
ールペンなどのグッズの作成など、職員の創意、総力をあげてとりくみました。
記念式典は、国内外からご参加いただいた方々で、講堂（ホール）は満席の状態でした。大野
松茂官房副長官が代読された福田康夫内閣総理大臣のお祝辞をはじめとして池坊保子文部科学副
大臣等ご来賓の方々から暖かく熱のこもったお祝辞をいただきました。また、祝賀会ではご都合
で式典には参加できなかった上川陽子内閣府特命担当大臣がかけつけて下さり、励ましのお言葉
をいただきました。食堂と玄関ロビーを使っての祝賀会は、たくさんの人で埋まり、なごやかな
なかにも、「会館」が積み上げてきた人間関係の力が、そしてこれからへの期待があふれるよう
な会になりました。
「会館」のこれからの柱になる方向をしめしたのが「時代を拓くアジアの女性リーダー」をテ
ーマにした国際シンポジウムと専門家会議です。「会館」は学習・教育面から男女共同参画社会
の実現を推進する唯一の国の機関であり、国の政策を実施することをその役割としています。そ
こで不可欠なのが女性のエンパワーメント（力をつけ、力をもつこと）を支援することです。こ
れは日本社会の発展にとっても、アジア等の国々にとっても共通の課題です。次のステージでは
さらに国内外の機関と連携・協力をすすめ、この課題に取り組んでいきたいと考えております。
女性アーカイブセンターの開設は来年度のしごとですが、それに先立って30周年事業として
先行展示を行いました。「思いをつむぎ明日をつくる」をテーマにして男女共同参画社会の実現
を求め行動し続けた女性たちのあゆみを、生の原稿や資料などを収集・整理し、保存すると同時
に、学習や研究に役立て提供することを目的にしています。活動や生きた軌跡をたどり、どのよ
うに困難をのりこえて力をつけ、力をもち活動したかをこうした生の資料から知ってもらうこと
は「会館」を利用する人たち、そして次世代の若い人たちなど男女共同参画を推進する学習を多
くの人々に広げていくのに大きな役割を果たすと考えています。
30周年記念事業と並んで大きな節目をつくったのが、政府の独立行政法人整理合理化への動
きでした。青少年教育振興機構との統合が検討され、単独の法人としての存続が危ぶまれる状況
におかれました。12月24日の閣議で整理合理化計画が決定され、「会館」は単独の法人として存
続することに決まりました。しかし、その過程はきびしく、男女の国会議員、女性団体、グルー
プ、女性知事、地域のリーダー、個人など多くの人たちによって単独存続を要望する活動が行わ
れました。その活動の広がりは大きく、あらためて「会館」が多くの人に支えてられていること、
そして期待されていることを痛感いたしました。
これまでの30年のつみ上げの上に、新たなステージに歩みを進めて参ります。どうぞよろし
くお願い申し上げます。
さらなる一歩を─30周年の上に
国立女性教育会館理事長　神田　道子
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開館30周年記念事業について
－特集－
開館30周年を迎えた当会館では11月20日∏に記念式典、祝賀会、
国際シンポジウムを開催し、女性団体、外国からの研究者、歴代館長
やOG等関係者約560名が出席しました。
記念式典では神田道子理事長が式辞を述べ、福田康夫内閣総理大臣
の祝辞を大野松茂内閣官房副長官が代読、池坊保子文部科学副大臣を
はじめ、江尻美穂子国際婦人年連絡会世話人、中畔都舎子地域婦人団
体連絡協議会会長、キム・キョンエ韓国女性開発院院長、キム・ヒウ
ン韓国両性平等教育振興院院長、張静中華全国婦人連合会常務委員が
祝辞を述べられました。
祝賀会では、上川陽子内閣府特命担当大臣（少子化対策、男女共同
参画）や森山眞弓衆議院議員が祝辞を述べた後、文部科学省の加茂川
幸夫生涯学習政策局長の乾杯で懇談に入りました。
記念式典、祝賀会には、このほかに奥野誠亮元文部大臣、小宮山洋
子衆議院議員、姫井由美子参議院議員が出席されました。
午後には、アジアにおける女性のさらなるエンパワーメントを進め
るため、これからの時代に求められる女性リーダー像および女性リー
ダーを育成するために必要な社会的支援のあり方を展望することをね
らいとした国際シンポジウムを開催。コーディネーターに有馬真喜子
特定非営利活動法人ユニフェム(国連女性開発基金）日本国内委員会
理事長、シンポジストとして中国から張（チャン）静（ジン）中華全国婦
女連合会常務委員、弁公庁主任、韓国からキムキョンエ韓国女性開発
院（KWDI）院長、日本から内海房子NECラーニング株式会社代表取
締役執行役員社長と郷通子お茶の水女子大学学長をお招きし、それぞ
れどのようにキャリアを積み重ねてきたか、各国・各分野の女性の人
材育成支援における課題についてディスカッションを行いました。な
お、シンポジウム終了後に、サカモトミュージックスクールの皆様に
よる記念ミニコンサートを開催しました。
21日には前日の国際シンポジウムに続き、専門家会議「これから
の女性リーダー像とは～行政・大学・企業・団体での人材育成支援」
を開催しました。コーディネーターに原ひろ子城西国際大学大学院客
員教授、日本および中国、韓国、フィリピン、タイより女性の人材育
成に取り組む機関・団体の方を計15名お招きし、それぞれの機関で
の取り組みと課題について、事例報告と意見交換を行いました。
また今年開設予定の女性アーカイブセンターの先行展示を本館2階
展示ホールで開催。さらに会館30年の歴史を写真等により振り返り
これまでの功績などをまとめた記念誌や会館内や会館周辺における四
季折々の写真を掲載した記念切手シート等を作成しました。
▲受付の様子
▲式典の会場
▲主な来賓
▲上川大臣来館（右手前）
▲加茂川生涯学習政策局長の乾杯
▲祝賀会の様子
▲サカモトミュージックスクール
のミニコンサ トー
▲上川大臣、会館ボランティア
制作の展示を見学
▲女性アーカイブセンター先行展示
上川大臣、「アーカイブ」を見学ê
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記念式典（式辞）
本日、武蔵嵐山渓谷の豊かな自然に恵まれました、ここ埼玉県嵐
山町におきまして、国立女性教育会館、開館30周年記念式典を挙
行いたしましたところ、大変御多忙の中、大野松茂内閣官房副長官、
池坊保子文部科学副大臣をはじめ、日頃ご指導を賜っております御
来賓の方々、そして平素よりご支援ご協力を頂いております、全国
の女性団体・グループ、女性関連施設、大学、行政関係者などの皆
さま、さらには海外からも著名な方々に、多数ご列席を賜りました
ことを、心よりお礼申し上げます。
当会館は、国際婦人年の国内行動計画が策定されました昭和52年に、全国の女性団体や多
くの女性教育関係者の要望を受け、文部省の附属機関として設置されました。以来30年にわ
たり、わが国唯一の女性教育のナショナルセンターとして、時々の社会的要請に対応し、さま
ざまな事業を展開してまいりました。
この間、国際化・情報化への対応、事業の体系化、高度情報化に対応した情報提供事業や国
際協力事業の実施、さらには研究体制の整備、調査研究事業の充実を図るなど、着実に取組み
を進めてきております。
これまでの会館の事業の成果は、国内で活躍する女性リーダーたちにより、各地の取組みに
反映されているばかりでなく、国際的にも開発途上国の女性教育指導者により、帰国後に自国
での取組みに役立てられるなど、広く国内外に普及されております。
平成13年には、名称が現在の国立女性教育会館に改められ、独立行政法人に移行いたしま
した。平成18年度からの5か年にわたる第2期中期目標におきましては、基幹的な指導者への
研修の重点化、喫緊の課題に係る調査研究や学習プログラムの開発・普及、国内外の関連機関
との連携協力・交流の促進、国際協力を更に進め、アジア・太平洋地域の拠点としての役割を
果たすとともに、女性の歴史の記録を次代に伝えていく女性アーカイブの構築に新たに取り組
むことが、重点事項として掲げられております。
また、平成17年12月に策定されました第2次男女共同参画基本計画におきましても、当会
館が、わが国唯一の女性教育に関するナショナルセンターとして、人材育成・研修の実施、学
習プログラムの開発、必要な情報の提供、女性関連施設等の拠点間の交流の促進などを通して、
地域との連携を図りつつ、女性教育の推進に一層努めていく必要があると示されております。
このため、会館が有する、研修、情報、調査研究、交流・連携の各機能の相互連携をこれま
で以上に強め、事業の充実に努めており、内外から高い評価を頂いております。
30以上の学協会の協力を得て、ロールモデルを活用して行っております「女子高校生夏の
学校」は、文部科学省の「女子中高生理系進路選択支援事業」のモデル事業として全国に示さ
れ、先駆的な役割を果たしております。
男女共同参画に関する統計の調査研究は、平成17年度に日本統計協会より、統計活動奨励
賞を受賞し、直近の調査研究成果である「男女共同参画統計データブック2006」は、今年、
中華全国婦女連合会研究所により中国国内向けに中国語で翻訳出版されました。
国際協力では、アジア・太平洋地域の女性リーダーを対象とした国際研修を実施しているほ
独立行政法人国立女性教育会館理事長　神田　道子
－特集－
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か、国際協力機構の高い評価を受け、カンボジア、アフガニスタン、ナイジェリアの政府職員
等への研修など、委託事業も年々増えてきております。
今中期計画の大きな柱の一つである女性アーカイブセンターの構築につきましては、厳しい
行財政の中、文部科学省より施設整備等の予算が、本年度新たに措置され、来春の開設に向け
て、鋭意準備を進めております。また、科学研究費補助金による調査研究も、本年度から着手
しております。現在、本館2階の展示ホールにおきまして、これまで収集されました資料の一
部を中心に、先行展示（注）を行っておりますので、是非ご覧頂ければ幸いに存じます。
会館の利用者は年々増加し、これまでのべ315万人を超え、海外からの来館者も164か国か
らのべ1万9千人を数えております。また、地元の方々にも、春の嵐山さくらまつりや秋の嵐
山まつりをはじめ、多くの方々にご利用いただいております。
国内外の大学や関連機関との連携協力も積極的に進めております。平成17年度には日本女
子体育大学及び女子栄養大学と協力協定を締結し、共催事業などを実施致しております。今月
末には、日本女子体育大学の全面的なご協力を得て、来館者の健康増進に資するため、緑あふ
れる会館敷地内の通路を利用したウォーキングコースを開設いたします。
また、昨年度、本日ご出席頂いております韓国両性平等教育振興院及び韓国女性開発院との
協力協定を締結し、相互の交流を深め、事業の充実を図っており、今後、アジア・太平洋地域
の関連機関とのパートナーシップを、順次拡大して参りたいと考えております。
日本の男女共同参画の現状は、国連開発計画によれば75か国中42位、今年の世界経済フォ
ーラムの報告では128か国中91位と、国際的にも不十分な水準にあります。
当会館は、引き続き、全国の女性の期待に応え、国内外に顔の見える女性の学びの拠点とし
て、先駆的な役割と使命を十全に果たしてまいりたいと存じます。自他を尊重しあう関係を基
礎に、一人ひとりが豊かな生き方、豊かな日常生活を目指す、男女共同参画社会の形成に向け
て、国内外の機関との多様な連携によって、ナショナルセンターとしての核の機能を広げてい
きたいと考えております。
今日までの皆様方の会館への心温まるご支援に対しまして、重ねてお礼申し上げますととも
に、今後一層のご理解、ご協力を心よりお願い申し上げまして、式辞といたします。
（注・編集部）女性アーカイブセン
ター先行展示の期間は19年11月12
日～12月16日でした。開設は20年
春の予定です。
記念式典（式辞）
－特集－
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記念式典（祝辞）
（敬称略）
皆さんおめでとうございます。
御紹介いただきました内閣官房副長官の大野松茂でございます。
実は私、埼玉の狭山でございまして、30数年前は狭山の中央公民館の館
長をさせていただいた時代がございます。その由縁をもちまして当時、この
施設の誘致運動にも加わった訳でございますが、開館の後にはこの施設の利
用者として足繁く通った思いがございます。その私が、福田総理に代わってこの壇上に立たせていただ
きますこと、まさに感慨無量でございます。福田総理からメッセージをお預かりいたしておりますので
私から申し上げさせていただきます。
国立女性教育会館の開館30周年を心よりお祝い申し上げます。
昭和52年に前身でございます国立婦人教育会館が開館した当時、内閣総理大臣であった父の婦人教
育会館に対する思い入れは大変強く、総理を辞めたら講師をさせてもらいたいとまで述べていたと聞い
ております。記念すべき30周年の節目に私も内閣総理大臣としてお祝いの言葉をお贈りできますこと
は、大変感慨深いとともに、これまでの多年にわたる関係各位のご尽力に深く敬意を表します。
国立女性教育会館は、設立以来、多くの女性団体等の協力のもと我が国の女性教育の振興と家庭教育
支援の充実に取り組まれ、男女共同参画の推進に大きく貢献していただきました。
我が国は今、時代の大きな変化の中で様々な面で新しい時代への対応が望まれておりますが、私は将
来のあるべき日本の姿を見据え自立と共生を基本に政策を実行してまいる所存であります。
それぞれの自助努力を基本としながらもお互いに尊重し合い、支え、助け合う温もりのある社会を築
いていくことが必要であります。そのため、女性も男性も全ての個人が喜びや責任を分かち合い個性や
能力を発揮できる男女共同参画社会の実現に向け取り組んでまいります。
30周年の佳節を機に国立女性教育会館がこれまでの成果を生かしつつ、今後とも我が国唯一の女性
教育のナショナルセンターとして大きな役割を果たされることを期待いたします。本日の式典に当たり
関係者のご努力に改めて謝意を表するとともに御参会の皆様の御健勝を祈念し祝辞といたします。
皆様、おはようございます。文部科学副大臣の池坊保子でございます。
本日ここで自然が大変美しいこのすばらしい秋の日に、国立女性教育会館
開館30周年記念式典がこんなにも多くの女性教育に尽力してくださる皆様
方のもとで盛大に挙行されますことを、心より御喜び申し上げます。
国立女性教育会館は、全国の女性団体及び女性教育関係者の要請にこたえ
て、昭和52年「国立婦人教育会館」としてこの緑豊かな嵐山の地に開館さ
れ、平成13年に現在の独立行政法人国立女性教育会館となりました。
この間、30年の長きにわたり、一貫して、男女共同参画社会の形成に向けて、国内外の女性関連施
設や機関との連携を図りつつ、女性教育指導者に対する研修、女性団体・家庭教育支援団体等への交流
機会の提供、専門的な調査研究及び情報収集に着実に取り組み、今日までに延べ315万人の方々が利用
されるまでに発展されました。このことを皆様方とともにうれしく思いますとともに、歴代館長、理事
長はじめ関係の皆様方の御尽力に心より感謝申し上げます。
これまでも、男女共同参画の推進は着実に図られてまいりましたが、男女共同参画社会を実現するた
内閣総理大臣　福田　康夫
（代読：内閣官房副長官　大野　松茂）
文部科学副大臣　池坊　保子
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めには、教育の果たす役割は極めて重要であり、今後更なる施策の充実が求められてきております。
私も若い日を振り返る時、妻であり母であるとともに、仕事をしない自分は考えられない、その思い
の中で、しきたりの多い京都の地で周囲の軋轢や様々な葛藤を経ながら、でも仕事を続けてまいりまし
た。喜び、苦悩、それらの事に思いをはせます時に、平成11年男女共同参画基本法が成立いたしまし
たことは、女性教育の進展、ならびに女性の地位向上に大きな光が見えてきたような、そんな力強い思
いを持ったことが忘れられません。そしてまた平成17年には、政府の第2次男女共同参画基本計画が策
定され、「多様な選択を可能にする教育・学習の充実」が重点目標の一つにあげられ、その中で国立女
性教育会館の果たす役割は大なのではないかと存じます。
そのような中にあって、国立女性教育会館は、国内はもとより海外に向けても、研修、交流を通じた
国際貢献、連携協力の推進に取り組まれております。さらに今年度からは、国内外の関係者から待ち望
まれておりました、男女共同参画社会の実現に向けた女性たちの活動の記録を次代に伝える「女性アー
カイブセンター」の設立がなされてまいりました。私ども文部科学省もこの「女性アーカイブセンター」
には力を注いでおります。男女共同参画のために先達の方々が多くの苦労と強靭な意志とエネルギーと
情熱を注がれたことにその記録を見る時、後に続く方々の大きな礎となり飛躍への力となってくれるの
ではないかと私は信じております。
今後もこの30年の経験を生かしつつ、引き続きわが国唯一の女性教育のナショナルセンターとして、
女性のチャレンジやエンパワーメントの支援を充実され、男女共同参画社会の形成にさらに貢献される
ことを期待いたしております。
最後に、これまでの関係者の御尽力と各界からの多大な御協力、御支援に対して深く感謝の意を表し
ますとともに、国立女性教育会館のいっそうの御発展を祈念いたしまして私の心からなる御祝いの言葉
にさせていただきます。
皆様、本当におめでとうございます。
本日は国立女性教育会館開館30周年の記念式典に皆様とご一緒に列席さ
せていただきましたことを心から感謝するとともに、また心から30周年を
お祝い申し上げたいと存じます。国際婦人年連絡会の世話人として一言お祝
いを申し述べるようにと言われました時に、30年前にこの会館ができまし
てから今日まで、私ども国際婦人年連絡会の面々はここでどんなに多くの助
けを得、また新しい機会を与えられたことかとあらためて思い出しておりま
した。
ここに招かれました時には、私の招待状の宛名には国連NGO国内婦人委員会委員長となっておりま
した。今、国際婦人年連絡会の世話人として、ご挨拶させていただいております。ここにいらっしゃる
方は国際婦人年連絡会とか国連NGO国内婦人委員会について熟知されている方がほとんどではないか
と存じますけれども世間にはまだまだこの二つの団体はあまり知られていないように思います。
国際婦人年連絡会は1975年の国際婦人年を期しまして、全国的に活動を展開しております女性NGO
が集まって、日本でもこの国際婦人年を記念して大きな集会を持とうではないか、と故市川房枝先生を
始め多くの先達が企画されたことに端を発しております。
その集会が非常な成功裡に終わりまして女性たちがエンパワーされたわけでございますけれども、そ
こでこのままこの会が終わりになることは大変残念だ、せっかく連帯して大きな集会をしたのだから今
後も協力して女性の発展のために力を尽くそうではないか、ということで国際婦人年日本大会の決議を
実現するための連絡会（略称･国際婦人年連絡会）が結成されました。
国際婦人年連絡会世話人　江尻 美穂子
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その国際婦人年連絡会の一つに、国連NGO国内婦人委員会も加盟しておりますが、これは50年前に
日本が国連に初めて政府代表団を送りました時に国内外の女性たちの熱い願いで、必ずその政府代表団
の中にNGOの女性代表を入れてもらおうではないか、という盛り上がりをきっかけにできました団体
でございます。つい先日こちらの神田理事長にもいらしていただきましたけれども、10月13日に創立
50周年の会を開いたような次第でございます。そしてこの国連NGO国内婦人委員会は50年にわたって
一度も欠けることなく、政府代表団の中に私どもの推薦いたしました代表を入れていただいております。
現在も一人、今ニューヨークで、政府代表団の中に入りまして特に女性の問題を扱います第三委員会に
所属いたしまして活動しております。
このように私どもは女性が本当に世界の中で連帯して話し合い、学び合い平和な世界を作り上げてい
きたいということで活動を続けておりますけれども、そのためにこの国立女性教育会館ができました時
本当に大きな喜びがございました。今現在国際婦人年連絡会には41の女性団体が加盟しておりますけ
れどもその多くの団体がこちらを利用させていただいて数々の研修を行い、また国際的な会議を開いて
おります。またここに集められております貴重な女性に関する資料が私どもの研究、また発展に非常に
大きな支えとなっております。今ここに立ちまして皆様のお顔を拝見しながら、この会館ができました
こと、そしてここで学び話し合ったいろいろなことを思い出しております。30年と申しますのは長い
ようで短い期間でございましたけれども、今後ますますこの会館が私どもの支えとなり、また私どもも
この会館の発展のためにできることがありましたら力を尽くしていきたいと存じます。私どもまことに
小さい歩みではあるかもしれませんけれども、一歩一歩力をあわせて活動し、発展していきます時に、
それが後世に向けての大きな力になる事と信じております。
今日までこの会館を盛り立てて下さいました多くの方々に心から御礼を申し上げるとともに、つたな
い言葉ではございますけれども一言ご挨拶させていただきました。どうもありがとうございました。
本日会館創立30周年を迎えられまして誠におめでとう存じます。考えて
みますとこの武蔵野の面影の残るこの地に官民が一体となりまして議論を重
ねてまいりました結果建設されましたこの会館は、まさに私たち女性の会館
でもございます。
女性たちは全国各地域から会館の主催事業に参加をし、そしてまた施設利
用を通して得たネットワークや様々な成果を地域に持ち帰り地域再生のため
に生かしてまいりました。
また会館は多くの人々に研修の機会や情報を提供してこられました。私は会館の大切な役割の一つと
して、人と人との出会いを通して新たな絆が生まれることを期待してまいりました。30年と言う歴史
を振り返り会館は見事にその期待にこたえてくださいました。感謝申し上げたいと存じます。
わが国唯一の国立女性教育会館の役割として、今後ますます、日本国内はもとより、中国、韓国をは
じめ諸外国の御理解、御協力を賜りながらアジアの一員としての責任を着実に果たしていただきたいと
存じます。
本日は大野官房副長官はじめ池坊文部科学副大臣の御臨席を賜っております。政府におかれましては、
男女共同参画社会の政策的象徴でありますこの会館の発展に向けていっそうの御理解と御支援を賜りた
く、誠に僭越ではございますがこの場をお借りして私からもお願い申し上げたいと存じております。
最後になりましたが、会館の敷地内には地元埼玉県地域婦人会連合会の桜並木をはじめ、大勢の皆様
が樹木を寄贈してこられました。その木が地面の中深く根を張り、水を蓄え風雪に耐えてしなやかに枝
を張る風景の中で、男女共同参画の象徴として、会館が益々その輝きを増していかれますことを御祈念
記念式典（祝辞）
－特集－
全国地域婦人団体連絡協議会会長　中畔 都舎子
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申し上げ誠に瑣事でございますが私からのお祝いの言葉とさせていただきたいと存じます。どうもあり
がとうございました。
ここに、国立女性教育会館開館30周年記念を共にお祝いできることを心よ
り嬉しく存じます。この30年間、国立女性教育会館は、男女共同参画に関す
る意識を広く啓蒙することにより、日本にとどまらず多くの国々において、
女性のエンパワーメントと男女共同参画社会の構築に貢献して来られました。
会館は、日本の社会にとって、大きな財産であり、私が院長を務める韓国女
性開発院は会館とのパートナーシップから多大の恩恵を得てまいりました。
今日、国立女性教育会館は変化する環境に適応し、社会をより平等で効率の良いシステムに導いてい
く課題に直面しておられます。男女共同参画を促進することは、単なる政治的なキャンペーンではなく、
効率の良い社会をつくり、国民の福祉安寧のためであることを、社会に説得する必要があります。周知
のとおり、両性平等は、女性にも男性にもより多くの選択肢と機会を与えます。両性平等社会は、女性
のみならず男性をも幸せにします。
このたび、多くの会館の友人にお目にかかり、ご経験から学ぶことを期待して式典に参加いたしてお
ります。この式典が、世界中の女性が姉妹として助けあい、社会的性別ゆえに何人も取り残されること
のない社会を構築するため、相互協力を更に奨励する機会となることを願っております。韓国女性開発
院は、会館を始め、ここに代表されるたくさんの組織とともに、いつまでも全ての人のためにより良い
世の中を作る努力を惜しまないことを院長としてお約束いたします。
この栄えある式典で祝辞を申し上げる機会をいただきましたことに感謝申し上げます。国立女性教育
会館が、30年の長きにわたり実行してこられた社会的な使命をこれからも立派に果たしていかれるこ
とを祈念し、祝辞といたします。
アジアの女性リーダーが集う国立女性教育会館の30周年記念式典にお招
きくださり、この名誉ある式典で祝辞を申し上げる機会をいただきましたこ
とを感謝いたします。
国立女性教育会館の開館30周年を心よりお祝い申し上げます。国立女性
教育会館が設立された1977年は、非常に印象深いことに、女性のための国
際法と考えられている女子差別撤廃条約が1979年に国連総会で採択された
2年前にあたります。会館は性差別の問題が国際的に主流となるのに先駆けて設立されました。そして
会館は、性差別が存在する社会において日本の女性を勇気づけるため、多くの努力をされてきました。
私は会館のこれらの業績を高く評価いたします。
1991年から開始された会館のオンライン情報システム「ウィネット」（Winet）は、常に女性の教育に
関する最新の情報を提供していますが、これらを通じて、私はますます多くの日本の方々が、会館の力
強い影響力とその重要性を理解されることを願っております。とりわけ日本の政府には、会館のこれま
での成果を評価し、会館の存在が日本社会に活力を与えてきたことを認めていただきたいと思います。
女性のための先導的な教育機関である国立女性教育会館は、日本の女性だけではなく、アジアやアフ
韓国女性開発院（KWDI）院長　キム・キョンエ
韓国両性平等教育振興院（KIGEPE）院長 キム・ヒウン
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リカの国々の女性たちに対しても、様々なプログラムで学ぶことを通じて成長する機会を提供するとと
もに、リーダーシップの育成を行ってきました。‘アジアと世界がともに成長する’（Asia & World,
Growing Together）というテーマに貢献してこられました会館の活動と努力に敬意を表します。国の
発展において、女性の能力開発は不可欠です。
会館は、過去30年間、困難な時に直面しながらも国内の変化に対応し、成長してきました。会館が
今後とも、挑戦と変化に向き合いながら、成長の機会を探し求め続けることを期待します。ちょうど
30歳の人間がそうするように。そうすることによって、私たちだけでなく次世代の人々のためにも、
会館が重要な機関として存続することと思います。
私は、国立女性教育会館の30周年を祝して今日ここに集まった私たちが力強いネットワークを作る
ことによって、ともに助け合い、ともに成長するアジアを築いていくことを提案いたします。21世紀
を3つのF、―― Female(女性)、Fiction（創造性）、Feeling（感受性）―― の世紀にするよう、アジアの
女性たちのために共に一緒に働きたいと存じます。
皆様方のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。
このたびの国立女性教育会館開館30周年に際し、熱烈なる祝賀の意を表
します。同時に、女性をエンパワーメントする事業に関心を寄せ、支援し、
共に努力されているご列席の皆さま、各界の友人の皆さまに対し、心より敬
意を捧げたいと思います。
国立女性教育会館は創立以来30年間、女性の資質と能力を向上させ、女
性の権利と利益の追求を擁護するために、日本における女性のための事業の
持続的な発展を促進するべくたゆまぬ努力を続け、大きな成果を収めてこられました。同時に国際交流
と国際協力にも尽力され、特に開発途上国の女性に対する実用的な技能や男女共同参画意識の醸成等に
関する研修を行い、女性問題に対する国際社会の関心を高め、国連のミレニアム開発目標の実現等の面
で積極的な役割を果たされてきました。
アジアの隣国として、日本における女性のエンパワーメント支援事業が大きな成果を収められてきて
いることを嬉しく思います。女性の役割が日ごとに重要さを増す21世紀にあって、国立女性教育会館
をはじめとする全ての有識者の共同の努力の下、全世界の女性事業が更に輝きを増し、満足すべき発展
が得られますよう心よりお祈り申し上げます。
本年はまた中日両国の国交正常化35周年でもあります。中日両国は一衣帯水の近きにあり、両国の
人々は長期にわたる友好往来の中で深い友情を育んでまいりました。中華全国婦女連合会は中国最大の
女性組織であり、また中国女性の対外交流の窓口として、日本の国立女性教育会館とも多年にわたる友
好交流の歴史をもっておりますが、このことは両国政府と広範な人々の平和を望む美しい心の証であり、
同時に両機関の共同の努力の成果でもあります。
これからも、更に開かれた国際的視野のもと、日本を含む世界各国の女性との交流と研修を更に広く
深く積極的に進め、各国の女性が発展させた文明の成果と有益な経験を相互に学びあい、参考とし、対
等に協議し、違いを認め合い、女性の国際政治や社会発展への参画能力や役割を高めるように努力し、
世界の女性のエンパワーメントを支援する事業の絶え間ない進歩と発展を、ともに推進していくことを
願っております。
私たちは、共に各国の人々の相互の理解と友情・信頼・協力を増進し、持続的な平和と、共に繁栄す
る調和のとれた世界を作りだすために、積極的に取り組んでまいりたいと存じます。
記念式典（祝辞）
－特集－
中華全国婦女連合会常務委員、弁公庁主任　張
チャン
静
ジン
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歴代館長メッセージ
国立女性教育会館開館30周年おめでとうございます。開館以来利用者は述べ315
万人を超え、我が国唯一の女性教育のナショナルセンターとして、その存在が国の内
外で高く評価されていることは、創設時に関わった者として深い感慨を覚えます。
当時、私は文部省とは特に関係はなく、教育の専門家でもないため、初代の館長就
任には戸惑いがあり、事前に3つのことを確認しました。
「第一は教育は縄張り行政に陥らず女性の生活全般の教育として捉える。第二は男性も含め誰でも利用
できる開かれた施設にする。第三は情報機能を重視し女性のための情報センターを目指す」です。
以上3点を就任時に文部省記者クラブで基本方針として述べたところ、記者から「文部省を知らない甘
い考えですナ」と揶揄されました。また一部の女性グループ、市民グループの間に「国が成人女性の教育
を管理する」と強い批判がありました。
そんな中での会館の出発は今では「昔話」になり、順調な発展をとげ今日を迎えることが出来たのは、会
館創設時の婦人教育課の熱い思いと強い決意、そしてそれを支えた多くの関係者達の努力によるものです。
これら関係者の方たちに対し、また会館の最も良き理解者であるボランティア、そして多くの利用者の
方たちに改めて心からの敬意を表し感謝したいと思います。
縫田　曄子 初代館長2
NWECが構想されたのは40年前である。当時、婦人団体、婦人学級等の学習活動
の実態は全国的に拡大していた。それを背景とした国立施設の実現には、関係者の願
望と期待が全国的に年々高まっていった。
その人々の思いが国際的にも例のないNWECの構想となり、その夢が施設の建設と
予算規模を形成した。どれだけ多くの人々が関わったか計り知れない。
構想に関わった人、実現に尽力した人、建設に携わった人、会館まで9年の歳月を要した。初代館長は
ジャーナリストの縫田曄子氏が就任した。前例のない施設の柔軟な運営を期待しての人選だった。また在
籍した職員の研究者等幅広い活動もある。
特記したいのは「会館ボランティア」の存在である。社会教育施設ボランティアの草分けである。ここ
でも多くの人の顔が見える。
開館30年、NWECは内外の多くの利用者とともに、また「人」の顔の見える存在であり続けたい。
志熊　敦子 第2代館長
開館30周年まことに喜ばしい。記念式典で久し振りに会館を訪れ、教育の分野で
の女性に関わる真のナショナルセンターとして、男女共同参画社会実現のため、その
役割を果たす姿を目の当たりにした。
私は1987－94年に在職したが、開館10周年で「情報センター」が開所し、情報事
業が充実していく中、情報の裏打ちとなる調査研究事業の強化のため、研究員定員を
熱望した。努力の結果、93年、研究員が配置され、会館が「研究機関」にもなった時の感激は忘れがたい。
国際交流を含む交流事業も思い出深い。全国の女性教育のリーダーたちとの出会いがあり、国内外の女
性問題研究者、政策立案担当者たちと語り合った。「女性学」に目覚めさせても頂いた。豊かな自然に囲
まれた施設の貢献は大きい。
ますますの発展を祈って止まない。
前田　瑞枝 第3代館長
20周年は、「エンパワーメントは21世紀への合言葉―新たな共生を目指して―」更
なる発展をめざしていました。それが女性アーカイブセンターの開設や中国・韓国を
はじめとする国際的な研究交流のネットワーク化につながっています。ヌエックボラ
ンティアは今回も独自の工夫とアイディアで30年の記録を展示しました。全国のサ
ポーターは独立行政法人の整理合理化計画に対し、単独存続のための活動を短期間で
展開し、政策を動かすために力を発揮しました。
無銘の記念樹木も武蔵野の地に根付き、大勢の方々の様々な思いがヌエックを支えています。次の40
周年・50周年に向けてのジャンプを期待します。
大野　　曜 第4代館長
－12－
記念祝賀会（祝辞）
（敬称略）
皆さんこんにちは。ただいま御紹介を賜りました男女共同参画担当大臣
の上川陽子と申します。本日独立行政法人国立女性教育会館の開館30周年
という記念すべき式典に、会館を中心に活動してこられた皆さまが全国各地
から御参集いただき、お祝いの行事が盛大に開催されますことを、心からお
祝い申し上げます。
国立女性教育会館は、女性教育に関するナショナルセンターとして、指導的な役割を担う女性の研修
や研究、さらに研究成果の情報交換や国際協力・交流の場として、大変重要な活動を積み重ねられ、男
女共同参画社会の形成、推進に大きな役割を果たしてこられました。ここに心からの敬意と感謝を申し
上げる次第でございます。
近年、国際的な協力分野において、アジア太平洋地域のリージョナルセンターとしての幅広い視野の
もと、新しい時代の女性の活躍の支援拠点として、女性のエンパワーメントを支援する数々の活動を展
開しておられることを、とても頼もしく思っております。とりわけ、人身取引等の現代的な課題に対し、
途上国で活躍するNPOの皆さんと協働して研究活動に取り組んでおられることは、これからの日本の
役割を考える上で先導的なモデルになるものと考えております。今後地球環境問題などの新しい課題に
対しても果敢に取り組んでいただきたいと存じます。
この間、神田理事長をはじめ歴代の理事長、スタッフの皆さま、また、関係の皆さまの御尽力に対し、
敬意と感謝を申し上げ、またこれからの活動に期待をするものであります。
福田政権は、「自立と共生」、「希望と安心」をテーマに掲げております。総理の所信表明演説では、
「女性も男性もすべての個人が、喜びや責任を分かち合い、個性や能力を発揮できる男女共同参画社会
の実現に向け、取り組みます」という一文を入れていただくことができました。男女共同参画という文
字が所信表明演説に入るということは、福田政権がこの問題に指導的な役割を果たすという決意の表明
であり、私としては、男女共同参画の担当大臣としてその役割をしっかりと担ってまいることをあらた
めてお誓い申し上げる次第でございます。
むすびに、国立女性教育会館を中心に、未来に向けた活動において輝かしい成果をあげられますよう
御期待申し上げ、また、本日御参集の皆さま方の一層の御活躍を御祈念申し上げ、お祝いのことばとさ
せていただきます。
内閣府特命担当大臣（少子化対策、男女共同参画）
上川　陽子
－特集－
－13－
記念祝賀会（祝辞）
森山眞弓でございます。今日は30周年誠におめでとうございます。
先程来、式典でも、またこの場でもいろいろなお祝いの言葉がございまし
た。私は最初にここが出来た創立の時から、10年目の節目がある度にお招
きいただいて、今日は30周年だと言うことで国会にも欠席届を出して参り
ました。
40年、50年になるとその時は私はどうなっているかわかりませんが、こ
の会館がこれからも大いに発展していきますように、長年お付き合いした私としては心から願っており
ます。
今、決して楽な状況ではないんですよ。独立行政法人を整理しようという基本的な考えがありまして、
全ての独立行政法人を洗い直すということで、神田理事長をはじめ皆さんが大変今苦労をしている真っ
最中でございます。
皆さんもそれぞれお国にお帰りになったら、あるいは東京ででももちろんいいんですけども、そうい
うことは困ると、いろんな人に吹聴してください。そして大いに運動してください。
是非、国立女性教育会館というのは、他の独立行政法人とくっつけたからいいってもんじゃない、ま
とめて一つにすれば数が減るという単純な考え方でやられては困るのです。ここのやっている仕事は独
特であり、国際的にも期待され、大いに評価をされて様々な活動をしているわけですから。他の独立行
政法人とくっつければいいという簡単な考えではいけないと私は思います。どうぞ応援してくださいま
せ。よろしくお願い致します。
お祝いだか檄だか何だかわからなくなってしまいましたが、30周年おめでとうございます。ありが
とうございました。
お名残惜しいのですが、祝賀会も幕を閉じる時間になりました。
今日の祝賀会には、全国各地から570名という多くの方々がご参加下さい
ました。そのこと自体、裏返せば、女性のエンパワーメントや男女共同参画
社会にむけてヌエックが堅実に取り組んできた実績に対する、みなさまの高
い評価であり、厚い信頼の表れと思います。私自身、このヌエックで学び、
育てられたものの一人です。
このたび発表された世界経済フォーラムのデータ「日本の男女平等指数は128か国中91位」という
報告をみても、ヌエックがナショナルセンターとして果たす役割は、今後、ますます重要になるでしょ
う。ヌエックの存在は大きいのです。
その一方で、ご存知のように、再び青少年施設との統合案が出されるなど、ヌエックをめぐる外部環
境はますます厳しさを増しております。その厳しい環境を克服し、これからも男女共同参画社会づくり
の分野で「日本の顔」として果敢な挑戦をつづけてほしい。そのために私たちはさまざまな形での支援
を惜しまないつもりです。そのことをお約束致します。
さいごに、10年後の40周年を祝う集いにむけて、ヌエックが力強く、新たな一歩を踏み出して下さ
ることを心から願っています。
衆議院議員 森山　眞弓
国立女性教育会館運営委員会会長 天野　正子
－特集－
記念祝賀会（閉会のことば）
（敬称略）
衆議院議員（五十音順）
菊田真紀子、小池百合子、小宮山泰子、近藤三津枝、佐藤茂樹、塩崎恭久、高木美智代、田村憲久、
土屋品子、西村ちなみ、鳩山邦夫、平口洋、藤田幹雄、藤村修、山口泰明
参議院議員（五十音順）
大島九州男、坂本由紀子、島田智哉子、下田敦子、関口まさかず、高橋千秋、西岡武夫、南野知恵子、
橋本聖子、広中和歌子、福島みずほ、牧山ひろえ、森まさこ
埼玉県知事　上田清司、千葉県知事　堂本暁子、社団法人埼玉県経営者協会専務理事　野上武利、新国
立劇場運営財団理事長　遠山敦子、国立科学博物館長　佐々木正峰、九州国立博物館長　三輪嘉六、国
立沖縄青少年交流の家所長　服部英二、国立那須甲子青少年自然の家所長　茅野敏英、富山県教育委員
会教育長　東野宗朗、松山東雲女子大学学長代行　塩崎千枝子、二階堂学園理事長　三角哲生、東京家
政学院大学学長　利谷信義、日本私立短期大学協会顧問　関口富左、昭和女子大学学長　坂東眞理子、
難民を助ける会会長　相馬雪香、山形県男女共同参画センター館長　金澤和子、新やまがたひゅーまん
らいふフォーラム代表　玉津菊子、国際コミュニケーションレディスクラブ会長　井上みやま、はちの
へウィメンズアクション、財団法人広島県女性会議理事長　檜山洋子、北海道女性団体連絡協議会会長
中田和子、山口県婦人教育文化会館理事長　河野輝枝、日本電気株式会社関東信越支社長　東原浩、茨
城県女性団体連盟会長　加納昌子、財団法人東海ジェンダー研究所理事長　西山恵美、財団法人日本私
学教育研究所　山岸駿介、グループみこし　牧里政子・米田禮子、財団法人高岡市婦人生活研究所理事
長　辻やす子、金沢大学研究国際部産学連携課長　飯野美智子、元会館理事　廣瀬育生
団体や個人の方々から寄附金・生花等をいただきました。
団体　埼玉県地域婦人会連合会緑の銀行実行委員会（女性アーカイブセンター充実のための寄附金）、
日本女子大学
個人　荒木　長、永島惇正（日本女子体育大学）、山岸彩子、野口眞代、キム・キョンエ（KWDI）、キ
ム・ヒウン（KIGEPE）、米村幸江、房野　桂、天野正子、森　豊吉、奥野誠亮、梅原順子、大澤俊子、
神田道子、志熊敦子、香川綾子（女子栄養大）、広瀬隆人、匿名4件（法人1、個人3）ほか
－14－
祝電をいただきました
寄附金等受け入れの報告
－特集－
（敬称略）
ヌエックではより充実した業務遂行のための経費に充てるため、寄付金を含む外部資金を受け入れて
おります。今後とも事業の充実、運営の改善及びサービスの向上に努めてまいります。皆様方の暖かい
お篤志を賜りますよう、なにとぞよろしくお願いします。
一定の金額までの寄附金については、法人及び個人の場合ともに税法の規定により所得から控除され
ます。
●寄附金のお願い
●寄附金に対する問合せは総務課へ
（敬称略・順不同）
－15－
開館30周年＝記念誌、関連掲載紙、グッズ等紹介
－特集－
開館30周年記念式典次第
記　念　式　典
11時00分～11時55分　　場所：講堂
（参列者入場着席　　10時50分）
1．開　　式
2．式　　辞　国立女性教育会館理事長
3．祝　　辞（敬称略）
0 内閣総理大臣　　　　　　福田　康夫　
0 （代読：内閣官房副長官　大野　松茂）
0 文部科学副大臣　　　　　池坊　保子
0 国際婦人年連絡会世話人　江尻美穂子
0 全国地域婦人団体
0 連絡協議会会長　中畔都舎子
0 韓国女性開発院院長　 キム キョンエ
0 韓国両性平等教育振興院
0 院長 キム ヒウン
0 中華全国婦女連合会
0 常務委員弁公庁主任　　張　　静
4．来賓紹介
5．祝電披露
6．閉　　式
記　念　祝　賀　会
12時40分～13時40分　　場所：食堂
1．開　　会
2．来賓祝辞　内閣府特命大臣（少子化対策、
0 男女共同参画） 上川　陽子
3．乾　　杯　文部科学省
0 生涯学習政策局長　加茂川幸夫
4．懇　　談　
5．閉　　会
記念国際シンポジウム
14時00分～16時00分　　場所：講堂
1．主催者挨拶　　国立女性教育会館理事長
2．シンポジウム
「時代を拓く　アジアの女性リーダー
0 ～女性の人材育成を支援するために～」
ミ ニ コ ン サ ー ト
16時00分～16時20分　　場所：講堂
0 唄：サカモト・ミュージック・スクール
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▲会館の四季折々の風景写真等を使っ
た記念切手
▲ NWECオリジナルバッグ
▲ NWECオリジナルボールペン
▲埼玉新聞に連載された会館紹介記事
（10～11月）
－16－
－特集－
開館30周年記念事業の実施報告
11月20日∏、開館30周年記念国際シンポジウム「時代を拓く　アジアの女性
リーダー　～女性の人材育成を支援するために～」を開催しました。
コーディネーターに有馬真喜子ユニフェム日本国内委員会理事長、シンポジス
トとして中国から張静（チャン・ジン）中華全国婦女連合会常務委員、韓国から
キム・キョンエ韓国女性開発院（KWDI）院長、日本から内海房子NECラーニン
グ株式会社社長と郷通子お茶の水女子大学学長を招き、それぞれどのようにキャリアを積み重ねてきたか、
女性団体、行政・研究組織、企業、大学における女性リーダーとしての個人史を語ってもらった後、各
国・各分野の女性の人材育成支援における課題についてディスカッションを行いました。ワーク・ライ
フ・バランスや男性の意識改革の必要性など、日本・中国・韓国の社会が男女共同参画に向けて抱える共
通の課題を見出すことができました。
なお、シンポジウム終了後に、サカモトミュージックスクールの皆様によるミニコンサートを行いました。
国際シンポジウム
「時代を拓く アジアの女性リーダー ～女性の人材育成を支援するために～」
11月21日π、開館30周年記念国際シンポジウムに続くセッションとして、研
修棟大会議室において、専門家会議「これからの女性リーダー像とは～行政・大
学・企業・団体での人材育成支援」を開催しました。
コーディネーターに原ひろ子城西国際大学大学院客員教授、日本および中国、
韓国、フィリピン、タイより女性の人材育成に取り組む機関・団体の方を計15
名お招きし、それぞれの機関での取組みと課題について、事例報告と意見交換を行いました。
女性の人材育成を進めるためには女性リーダーの存在が大きな役割を果たすことや、リーダー層の拡大
と同時に一般の女性たちのエンパワーメントを進める必要があることなどの意見が出されました。
女性のエンパワーメント国際フォーラム（専門家会議）
女性アーカイブセンター開設先行展示
11月12日～12月16日の約1か月間、開館30周年を記念し、今年会館内に開設
予定の女性アーカイブセンターの収集コレクションの一部を紹介した展示会を、
本館2階展示ホールにおいて開催しました。
期間内には、開館30周年記念式典参加者をはじめ、全国各地や海外からの
方々にご見学いただきました。
天井から吊るされた「全国婦人新聞社取材写真コレクション」の500枚にも及
ぶ写真や、稲取婦人学級参加者が記した「昨日一日をどう過ごしたか」を表す円グラフ（複製品）には特
に大きな関心が寄せられました。
女性アーカイブセンター開設時には記念展示も企画する予定です。どうぞご期待ください。
先行展示の様子▲
NWECウォーキングコースを開設
開館30周年を迎えた会館では、誰でも気軽に施設を利用していただきながら
心身の健康づくりに役立てていただくため、日本女子体育大学のご協力を得て、
広い敷地と豊かな自然を活かした「NWECウォーキングコース」を設置しました。
11月30日ªには、来賓として地元嵐山町教育長 加藤信幸氏、社団法人日本
ウォーキング協会専門講師 奥野清歩氏、主催者側としてこのウォーキングコース
設置の際、コース選定や表示作成等にご協力いただいた日本女子体育大学よりス
ポーツ健康学科長 中村泉氏をお迎えし、開設式を実施しました。来賓及び主催者によるテープカットの
後、日本女子体育大学講師 佐伯徹郎氏から出席者に対し、実際にウォーキングコースを回りながら、健
康づくりに効果的なウォーキングについて指導がありました。
▲テープカットの様子
事業の実施報告
10月10日π～12日ªの2泊3日の日程で、女性関連施設職員、団体・グループ・
NPOメンバーを対象に「女性のキャリア形成支援推進研修」を実施しました。全国よ
り79名のご参加をいただきました。
本研修では、参加者が事前学習で行った地域の実態把握（女性たちの悩み、学習ニー
ズ等）を踏まえ、国の施策の最新動向、女性のキャリア形成支援に関する先進的な実践
事例（再就職支援の追跡調査等）、参加者相互の情報交換や討議等を通して、自施設・
団体で今後どのような取組が必要かについて協議を重ね「事業（活動）計画」の作成と発表を行いました。
人生90年時代の女性の「キャリア」をどのようにとらえるか等、その理解を深める研修となりました。
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12月15日º、女性アーカイブセンター開設先行展示見学のため、静岡県東伊豆町か
ら24名の方々が来館されました。東伊豆町（旧稲取町）は戦後文部省が実験的におこ
なった「稲取婦人学級」の舞台となった地で、昨年9月の学級参加者へのインタビュー
を縁に今回のご来館が実現しました。
矢口悦子東洋大学教授から会館所蔵の「稲取婦人学級資料」について説明を受けた後、
展示会場では、当時の学級参加者の写真を見ながら「これは○○さんだ」など、地元の
皆さんならではの感想も飛び交いました。学習成果物である円グラフや、大判のグラフ
に関心が集まっていました。この模様は地元『東伊豆有線テレビ放送』で放送されました。
東伊豆町関係者「女性アーカイブセンター開設先行展示」見学
トピックス
▲東伊豆町の関係者ら
女性のキャリア形成支援推進研修
11月2日ªから6日∏までの5日間にわたって行われた第19回全国生涯学習フェステ
ィバル「まなびピア岡山2007」にブースを出展し、会館紹介のパネル展示、資料配布
を行いました。
会場では、男女共同参画についてのクイズ（大人向け、子供向け）を来訪者の方々に
回答いただき、男女共同参画についての理解を深めてもらうことに努めました。
また今年は、「早寝早起き朝ごはん」全国協議会が主催するスタンプラリーにも参加
しました。
「まなびピア岡山2007」に出展
12月6日∫～7日ª、内閣府委託事業として全国の配偶者暴力相談支援センターや男女共同参画センター等で相
談を行う相談員のうち、経験年数が概ね3年以上の方を対象に「配偶者からの暴力被害者支援応用セミナー」を開
催しました。
当日は、北海道から熊本県まで全国から定員を上回る71名の参加者を得、講義や分科会での討論を通して、配
偶者からの暴力が抱える今日的な課題や関連諸法の運用のあり方などについて理解を深めました。
また、1月24日∫～25日ªには、全国の配偶者暴力相談支援センターや男女共同参画センター等で配偶者等か
らの暴力に関する相談事業を統括する立場にある方を対象に「配偶者からの暴力被害者支援管理職セミナー」を開
催しました。
配偶者からの暴力被害者支援応用セミナー
12月3日∑～24日∑まで、女性課題省等アフガニスタン中央省庁職員を対象に研修
事業を実施しました。ジェンダー平等の視点を持って政策立案を行うための基礎力向上
を目指して、女性情報の収集・分析・発信に関する実践的な知識を習得しました。
研修員8名中7名が来日は初めてということで、ヌエック・ボランティアによる日本
文化の紹介と体験、小川町の農業女性起業グループ「かたくりの会」の訪問が好評でし
た。（写真は、研修員と喜多悦子日本赤十字九州国際看護大学学長）
平成19年度国別研修アフガニスタン（ジェンダーと情報）（JICA委託研修）
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●利用案内
02月04日∑・05日∏・18日∑
03月03日∑
04月の休館日はありません
05月12日∑・19日∑
06月02日∑・16日∑
12月01日∑・15日∑・26日ª～31日π
平成21年
01月01日∫～05日∑・19日∑
02月02日∑・16日∑
03月02日∑
07月07日∑
08月の休館日はありません
09月01日∑
10月06日∑・20日∑
11月04日∏・17日∑
注）A休館日前日の宿泊と当日の朝食はご利用いただけます。
B休館日も電話・FAX・E-mailによる申込の受付や利用相談などは行っています。
C会館ホームページではいつでも施設の空き状況等がご覧になれます。
申込専用電話：0493－62－6723 ファクス：0493－62－6720 ホームページ：http://www.nwec.jp/ E-mail:yoyaku@nwec.jp（予約専用）
※休館日（平成20年2月～21年1月）
●主な利用団体（平成19年10月～12月）
10月
14日～15日
16日～18日
10日～12日
14日
16日～18日
17日
17日～19日
17日～26日
20日
20日～21日
21日～23日
21日～26日
23日
26日
27日
27日～28日
30日
11月
11日～14日
13日～14日
16日　
17日～18日
10日～11日
月
佐久市教育委員会
財団法人市川房枝記念会
芹沢光冶良文学愛好会
JICA研修農村女性能力向上
JA埼玉県中央会
東京都社会福祉協議会児童部会
埼玉県教育局西部教育事務所
埼玉県小学校家庭科教育研究会
フィリピン女性の自立のためのネットワーク
中国新疆大学教育者訪日研修団　
比企郡市人権フェスティバル
高知大学グループワーク
財団法人日本私学教育研究所
日本フラワーデザイン専門学校　　　　　　
社会福祉法人川越市社会福祉協議会
菅谷班小・中音楽会
全埼玉私立幼稚園連合会北部ブロック
社団法人ガールスカウト日本連盟埼玉県支部
社団法人比企青年会議所
埼玉県小中学校人権教育担当者研修会
日本スリーデーマーチ
嵐山まつり
鴻巣市民生児童委員協議会連合会
小布施町男女共同参画社会推進委員会
埼玉県立春日部女子高等学校
11日
11日～12日
12日～13日　
13日
15日
17日～18日
18日
19日～22日
21日～26日
22日
28日
12月
12日
14日
16日
18日～19日
14日～15日
15日
15日～16日
25日～27日
26日～28日
女性起業ネットワーク足立支部
埼玉県太鼓連盟
太極拳交流会
財団法人日本国際協力センター
大岡民生委員協議会
比企地域女性農業委員連絡協議会
東松山税務署
全国女性教育懇話会
日本中国友好協会東京都連合会
嵐山町中央公民館
北九州市教育委員会
2007国際公衆衛生学会
常総市女性団体じょうそう事業委員会
北川辺町女性団体連絡協議会
嵐山町文化団体連合会
埼玉県大学・短期大学図書館協議会
菅谷班養護教員研修会　　　　
韓国ソウル特別市女性能力開発院
彩の国埼玉映像連盟
雲仙市立小浜中学校
東伊豆町文化協会
全国肢体不自由児・者父母の会
大妻嵐山高等学校
新潟県立新潟商業高等学校・新潟県立柏崎
総合高等学校
編 集 後 記
ヌエックニュース第120号
平成20年2月5日発行
編集発行　国立女性教育会館
〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷728
@0493-62-6711（代表）
FAX.62-6722（総務課）62-6720（事業課）
62-6721（情報課）62-9034（研究国際室）
ホームページURL http://www.nwec.jp/
E-mail webmaster@nwec.jp
この紙は再生紙を利用しています。
b今号は開館30周年記念事業の特集です。事業全体の様子、ご来
賓の祝辞、記念の主催事業、歴代館長のメッセージ等、記念事業
全体を網羅した編集にしました。
b参加者を募集する平成20年度の主催事業を別刷りでお届けしま
す。他にも「NWECプログラム」など随時行う事業もあります。
本誌やホームページでお知らせしますので、ぜひご参加を。
b新しい年を迎え、巻頭の理事長メッセージにもありますが、30
周年の積み上げの上に、さらなる歩みを進めるため、役職員一同
がんばってまいります。本年もよろしくお願いします。
●展示コーナ （ー1月～3月）
「NPOで活躍する女性たち」
女性の活躍は様々な分野に広がってきていますが、女性のキャリアの新たな可能性の一つとして
脚光を浴びているのがNPO活動です。どのような女性たちが、どのように活動しているのかを探
る資料を、１階エントランスホールに展示中ですので、是非ご覧ください。
＊展示資料例「キャリア形成にNPO活動をいかした女性たち」
「デイ・サービスからまちづくりへ：主婦たちがつくったNPO『コスモスの家』」
「ＮＰＯと女性たち：10人の女性の選択 4人の記者の視点」
※展示のリストはホームページに掲載しています。
http://www.nwec.jp/jp/center/page05.html
平成20年度 国立女性教育会館 事業計画（参加者を募集する事業）
女性関連施設・団体リーダーのための
男女共同参画推進研修
【女性関連施設管理職コース】
【団体リーダーコース】
平成20年６月11日π～13日ª
２泊３日
事業名・開催時期
●基幹的な女性教育指導者等の資質・能力の向上
平成20年度に実施予定の事業計画です。掲載内容は平成20年１月28日現在の計画であり変更する場合もあります。
事業内容等、詳細につきましてはお問い合わせください。【電話：0493－62－6711（代表）】
●その他
上記の事業のほか、会館では一般成人男女を対象とした「NWECプログラム」を実施しています。これは、「女性の生き方」を中
心に、家族、健康等のテーマを取り上げたプログラムにより、週末に宿泊を伴う日程として幅広い人々が参加しやすいものとしてい
ます。
また、会館では、学習活動支援を目的に、研修施設・宿泊研修施設の提供を行っています。利用される方の性別を問わず、男女共
同参画に関する研修をはじめとした幅広い活動ができますので、是非ご利用ください。
研修施設、利用料金等詳細については会館ホームページ（http://www.nwec.jp/）又は利用案内（0493－62－6723）までご確認く
ださい。
対象・募集人員 事　業　内　容
女性関連施設の管理職及び
女性団体リーダー
100名
地域の男女共同参画を積極的に推進するリーダーと
して必要な専門的知識、マネジメント能力、ネットワ
ークの活用等、高度で専門的な研修を行う。
独立行政法人
家庭教育・次世代育成支援指導者研修
平成20年５月30日ª～31日º
１泊２日
女性のキャリア形成支援推進研修
平成20年10月８日π～10日ª
２泊３日
配偶者からの暴力等に関する相談員
研修
平成20年11月19日π～21日ª
２泊３日
男女共同参画のための研究と実践の交
流推進フォーラム
平成20年８月29日ª～31日∂
２泊３日
事業名・開催時期
●男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題に係る学習プログラム等の開発・普及
●男女共同参画及び女性教育に関する国際貢献、連携協力の推進
対象・募集人員 事　業　内　容
検討中
◆都道府県・指定都市の女性
関連施設職員
◆女性団体・グループ・NPO
等リーダー
60名
◆公私立の女性会館・女性セ
ンター等の女性関連施設の相
談員
60名
◆女性団体等のリーダー◆研
究者等◆男女共同参画・女性
教育・家庭教育等の行政担当
者◆女性関連施設職員
600名
検討中
※内容等について決定し次第、当会館ホームページ
等でお知らせします。
活力ある社会を創造するためには、女性の個性や能
力を十分発揮することが求められている。
女性一人ひとりが置かれた状況に応じて、柔軟にキ
ャリア設計したり学習したりできるように、女性関連
施設等におけるプログラムの立案、サポートシステム
の構築等、キャリア形成支援に関する専門的・実践的
研修を行う。
多様化・複雑化している相談内容に対応できる相談
の質の向上を目指し、今日的課題の解決に必要なより
専門的な知識と高度な技能の習得を図る。
男女共同参画社会の形成をめざし、女性のエンパワ
ーメントに資する活動を支えるため、これらの実践を
踏まえた研究成果や専門性の高い情報の提供・交換を
行うとともに国内外のネットワークづくりを支援する。
アジア太平洋地域の女性リーダーエン
パワーメントセミナー
平成20年12月12日ª～21日∂
10日間
女性のエンパワーメント国際フォーラム
平成20年12月20日º～21日∂
１泊２日
事業名・開催時期 対象・募集人員 事　業　内　容
行政担当者・NGOの指導
者（日本を含む）
18名程度
◆男女共同参画・女性教育・
家庭教育等の行政担当者◆女
性関連施設職員◆女性団体等
のリーダー◆研究者◆国際交
流・開発援助に関わる者◆企
業関係者等
100名
開発途上国等において研修成果を普及していく立場
にある女性行政・教育担当者、NGOのリーダーを対
象に、女性の能力開発・人材育成等の課題を取り上げ
参加型の実践的なセミナーを行う。
女性の人権、女性の能力開発・人材育成等地球規模
の課題をテーマに海外専門家を招へいし、アジア太平
洋地域の課題分析を行い、海外の研究者や行政関係
者・女性団体等指導者との交流を深めるとともに、ネ
ットワークづくりを進める。
